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研 究 の 概 要         

１） 調査研究の目的及び必要性 
道路沿道、工場の作業環境、病院内、地下駐車場等の半閉鎖系空間では、人為的な発生に伴う窒素酸化物(NOx)、揮発性化学物質類

（VOCs）が高濃度に滞留しやすい状況下にある。既存の主な対策として、車内の空気汚染対策としては車用エアコンフィルター、活性炭フ
ィルター及び光触媒フィルターを取り付けた空気清浄機等、送風機を用いる強制採気による浄化方法がある。しかし、これらの方法では車
内空気を殆ど浄化できていないのが現状である。その原因は、車外から大量に汚染空気が流入しているため、送風機の処理量が追いつかな
いためである。また、車内の内装プラスチック類から発生する VOCs も問題となっている。その上、交通量が多く外気が汚染された場所で
は窓を開けることもできず、窓を閉め切っても外気の汚染空気が車内に流入している状況となる。そのため、新たな浄化対策が必要となっ
ている。本研究は、これらの課題解決に向けた新しい浄化システムの開発を行うことを目的とした。 

２）調査研究の概要 
このような局地大気汚染への対策として、当研究所は、浄化材である高活性炭素繊維（Activated Carbon Fiber：ACF）に着目し、局地

大気汚染への応用について研究してきた。ここでACFとは、数 nmのミクロポアを無数に持ち、1000～2000m2/g程度の広い内部表面積を持
つ直径20～30μm程度の炭素繊維であり、様 な々大気汚染物質を短い接触時間で浄化する機能を持つ素材を指す。当研究所は、上記ACFを
用いたこれまでの研究過程で、フェンス型の ACF を道路中央分離帯に設置し局地大気汚染を浄化する方法を考案してきた。また、平成 17
年度～平成22年度に環境再生保全機構の調査研究により、フェンス型ACFを用いた大気浄化に関する実証研究を行ってきた。現在、道路中
央分離帯にフェンス型ACFを用いる大気浄化方法は、国土交通省により東京都及び大阪府等で実証試験が行われている。 
本研究は、フェンス型ACFの次のステップとして、車内環境浄化等他の局所汚染へ用途開発および左記条件下でのACFの最適化の基礎研

究を並行して検討した。具体的に、車内への汚染空気の流入特性の把握、ACFによる車内 NOx及び VOCsの浄化、使用済 ACFの再生技術及
びパッシブ浄化方式によるACFおよび活性炭のNOx浄化能の比較について研究を行った。 

３）調査研究の達成度及び得られた成果 
・自動車排気ガスの流入経路を把握し、車内のNOx及びVOCsの高濃度現象を確認した。 
・ACFをトランク内に3m2程度簡易施工することで、車内NOx80％以上除去できた。 
・ACFを車内全体に8m2程度簡易施工することで、VOCsの90％以上が除去できた。 
・使用済みACFを不活性ガス下200℃で加熱処理することでACFを灰化させずにVOCsを除去・再生することができた。 
・パッシブ浄化方式における活性炭とACFの性能比較を行った。活性炭と比べて、ACFのNOx浄化寿命は非常に長いことが分かった。 

４）県民の健康の保持又は環境の保全への貢献  
 研究の背景として、当研究所は、これまでの基礎研究により、車を走行させながら外気と車内のNOx濃度の変化を測定した結果、外気の
60～90％の汚染物質が車内に流入し、車内NO2濃度が数百ppbになる現象を確認している。 
車体には、もともとドアの開閉をスムーズに行うこと及び車内VOCs濃度を下げること等の目的で意図的に車内流入経路が設けられており、
一般的に車は外気が流入しやすい構造に設計されている。そのため、車の窓を閉めてエアコンの空調を室内循環に設定しても、渋滞道路等
の自動車排気ガス由来の高濃度汚染物質は車内に大量に流入している。なお，NO2 300 ppb中にマウスを約1ヶ月間暴露すると肺胞に癌の前
駆体ができることが報告されており、上記車内空気等を浄化する技術は県民の健康に有益と考える。 

５）調査研究結果の独創性、新規性 
これまで、交通量の多い半閉鎖系の空間では、汚染空気が滞留しやすく大きな環境問題となっていた。活性炭を用いた空気清浄機等によ

る大気浄化システムが提案されてきた。これら方式は送風機を用いた強制採気方式である。これらの方式は電気エネルギーを必要とし、処
理能力にも限界があった。今までにも炭素材を壁材として利用する技術は多い。しかし、これまでの炭素材は、壁材方式での浄化効率が非
常に低く、浄化寿命も短かった。また、浄化できる成分種も限られていた。今回、申請者らは、今までの基礎研究の成果をもとに、最適な
フェルト状ACF種の選定、浄化対象となる空間に適所配置により、高効率、長寿命および電気エネルギー等を用いない車内浄化システムを
提案した。 

６）成果の活用状況（技術移転・活用の可能性） 
本研究は実用化に向けた基礎データを獲得するものであり、その成果は自動車産業において実用化に直結する内容と考えている。なお、

車種を選ばず適用できる技術を想定しており、自動車産業への波及効果は大きいと期待される。上記に関連する特許を申請しており、現在
開示されている状態である。 
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